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2017 年 10 月 13 日 

各 位 

上場会社名 株式会社神戸製鋼所 

代表者 代表取締役会長兼社長 川崎博也 

（コード番号 5406） 

問合わせ先 秘書広報部長 楠山泰司 

                （TEL 03-5739-6010） 

 

当社及び当社グループ会社における不適切行為に関するご報告について 

 

このたびは、当社及び当社グループ会社における不適切行為に関しまして、お客様、お

取引先、株主様そのほか多数の皆様に多大なるご迷惑をおかけしておりますこと、改めて

深くお詫び申し上げます。 

 

 当社が 2017 年 10 月 8 日付けで公表した「当社が製造したアルミ・銅製品の一部に関す

る不適切な行為について」及び同月 11 日付けで公表した「今回の不適切行為に関するご報

告について（鉄粉及び検査会社事例）」に記載のとおり、当社は、アルミ・銅事業部門及び

他の事業部門における不適切行為に関する事実関係等の調査を行っております。 

 

 これまでに公表した事案に加え、上記調査に関連して、当社グループ会社において、以

下のとおり、同種の不適切行為（以下「本件不適切行為」といいます。）が確認されており

ますので、ご報告させて頂きます。 

 

１．  不適合製品の内容 

 

本件不適切行為の対象として現時点で確認されている製品（以下「本件不適合製品」と

いいます。）の概要は以下のとおりです。 

 

本件不適合製品① 

■製品 

▸銅合金管 及び モールド 

■製造会社 

▸神鋼メタルプロダクツ株式会社 

■2016 年 9 月～2017 年 8 月の出荷数量 

▸銅合金管 顧客数：42 社／出荷重量：約 700ｔ 

▸モールド 顧客数：137 社／出荷個数：約 5300 個 
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■不適切行為 

▸顧客との間で取り交わした検査（寸法など）の一部未実施 

▸顧客との間で取り交わした仕様書で定める検査データの書換行為 

 

本件不適合製品② 

■製品 

▸銅管（細管） 

■製造会社 

▸Kobelco & Materials Copper Tube (Malaysia) Sdn. Bhd. 

■2016 年 9 月～2017 年 8 月の出荷数量 

▸顧客数：28 社／出荷重量：約 750ｔ 

■不適切行為 

▸顧客との間で取り交わした検査（寸法など）、試験（機械的性質など）の一部未実施 

  

本件不適合製品③ 

■製品 

▸銅管 

■製造会社 

▸Kobelco & Materials Copper Tube (Thailand) Co., Ltd. 

■2016 年 9 月～2017 年 8 月の出荷数量 

▸顧客数：5 社／出荷重量：約 1140ｔ 

■不適切行為 

▸顧客との間で取り交わした引張試験を実施せず、硬さ試験で代替 

  ※仕様上定められた機械的性質（引張強さ、硬さ）を測定すべきところ、引張試験を

省略し、硬さ試験の結果に基づく推定計算値を引張強さとして入力したものです。  

  

本件不適合製品④ 

■製品 

▸アルミニウム合金線、合金棒 

■製造会社 

▸神鋼アルミ線材株式会社 

■2016 年 9 月～2017 年 8 月の出荷数量 

▸アルミニウム合金線材、棒材 顧客数：2 社／出荷重量 12.5ｔ 

■不適切行為 

▸顧客との間で取り交わした検査項目の一部未実施及び検査データの書換行為 

  ※測定していない微量合金成分値を入力したり、参考の目標値である引張特性の一部
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を書き換えたりしたものです。 

 

本件不適合製品⑤ 

■製品 

▸銅板条 

■製造会社 

▸蘇州神鋼電子材料有限公司 

■2016 年 9 月～2017 年 8 月の出荷数量 

▸銅板条 顧客数：2 社／出荷重量：31ｔ 

■不適切行為 

▸顧客との間で取り交わした仕様（寸法）に定める検査データの書換行為 

 

上記本件不適合製品①、②、③、④及び⑤については、現在、お客様とともに、本件不

適合製品を使用した製品に対する品質影響（安全性含む）についての技術的検証を進めて

いるところです。これまでの検証・調査において、これらの本件不適合製品の安全性に疑

いを生じさせる具体的な問題は確認されておりませんが、万が一、本件不適合製品の安全

性に疑いが生じた場合には、迅速かつ適切に対応する所存です。 

 

一方、下記本件不適合製品⑥、⑦、⑧及び⑨については、既にお客様への説明を行った

上で、お客様とともに、本件不適合製品を使用した製品に対する品質影響（安全性含む）

についての技術的検証を完了し、製品の安全性について問題ないことを確認し、お客様と

の間で問題が解決したことを確認済みです。これらについて現時点で追加の費用発生は見

込んでおりません。 

 

本件不適合製品⑥ 

■製品 

▸ 鋼線 

■会社名 

▸江陰法爾勝杉田弾簧製線有限公司 

■2011 年 6 月～2017 年 7 月の出荷数量 

▸顧客数：1 社／出荷重量：3,525ｔ 

■不適切行為 

▸顧客との間で取り交わした検査の一部未実施 

 

本件不適合製品⑦ 

■製品 
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▸ 鋼線 

■会社名 

▸ 神鋼新确弾簧鋼線（佛山）有限公司 

■2015 年 12 月～2016 年 4 月の出荷数量 

▸顧客数：1 社／出荷重量：306ｔ 

■不適切行為 

▸ 顧客との間で取り交わした検査の一部未実施 

 

本件不適合製品⑧ 

■製品 

▸特殊鋼 

■会社名 

▸ 日本高周波鋼業株式会社 

■2008 年 6 月～2015 年 5 月の出荷数量 

▸顧客数：19 社／出荷重量：3990ｔ 

■不適切行為 

▸顧客との間で取り交わした仕様書で定める試験の結果の書換行為 

 

本件不適合製品⑨ 

■製品 

▸ ステンレス鋼線 

■会社名 

▸神鋼鋼線ステンレス株式会社 

■2007 年 4 月～2016 年 5 月の出荷数量 

▸顧客数：1社／出荷重量：約 553ｔ 

■不適切行為 

▸顧客との間で取り交わした仕様書で定める試験の結果の書換行為 

 

 

２． 不適切行為にかかる対応状況等 

 

当社は、自主点検および緊急監査として、2017 年 9 月より、神戸製鋼所本体及び国内外

のグループ会社に対して、顧客要求仕様と検査成績書、及び検査成績書と検査実績の現物

の突合せによる確認を進めております。新たに不適切行為が確認された場合には、迅速か

つ適切にご報告させていただきます。 

また、既に当社が確認してご報告した不適切行為も含め、不適切行為に係る事実関係の
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全容については、調査の公正性、中立性を担保するため、当社会長兼社長である川崎博也

を委員長とする品質問題調査委員会が委任した外部法律事務所による調査が未了であるた

め、当該調査の完了を待って、改めてその結果をご報告する予定です。 

さらに、当社は、事態の重大性に鑑み、品質問題調査委員会を設置して事態の対応にあ

たっており、外部法律事務所による調査の結果も踏まえつつ、徹底的な原因分析及び全社

的な再発防止策を講じる所存です。現時点では、この全社的な再発防止策の一環として、

本社主導での品質保証組織の改編等による品質に関するグループガバナンス強化、検査体

制や品質設備投資の見直し、及び、教育体制の再構築等によるグループ従業員も含めた品

質コンプライアンスの意識改革等を進めて参る予定です。  

 

なお、本件による業績への影響は現時点で不明です。今後、影響の程度が判明した時点

で公表を行う予定です。 

 

以上 


